実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態
情報という教科に対する興味・関心が高く，授業に対する取り組みは良いが，コンピュータリテラシーに大きな差があり，検索エンジンなどを利用した用語調べでも，その進度に大きな違いが生じる。

　　○　実習環境、使用ソフト等

コンピュータのOSはWindows98，使用したインターネットブラウザは，Internet Explorerである。インターネットへは，ISDN回線を通じてスクールネットからインターネットへ接続しているため，インターネットへの実習に関しては，４０台一斉に行うのは困難である。

３．実践内容

校内の情報機器やネットワークの見学およびインターネットの実習は，４０名が一斉に行うのは難しいため，２０名ずつに分け，並行して交代で行った。

見学では，実習室の情報機器やネットワークならびに，職員室にあるサーバやルータの見学及び説明を行った。インターネットの実習では，ネットワークに関する用語の調査を行い，インターネットの操作になれるとともに，その利便性を感じ取れるような実習とした。

４．実践結果と考察

情報機器やネットワークの見学及び説明は，言葉や仕組みが難しく，生徒は，説明を丸写しせざるを得ないようであった。しかし，実際にネットワークの機器やサーバ・ルータ・ＵＰＳ等普段目にすることのない機器も見せることができ，身近に情報機器が普及していることを認識させることができて良かった。

インターネットを使った用語調査では，今回担当者が１人のため生徒だけで行ったことと，時間的な制約や２０台でも一斉に検索すると回線が混み合い，うまく調査できなかった生徒もいたが，用語も調査できるインターネット利便性を認識させることはできた。

５．今後の課題

情報機器やネットワークの説明では，なるべく基本的な事項に限って説明する必要がある。どの程度の説明を行うかが課題である。

インターネットの実習では，２０台でも一斉に検索を行うと回線が混み合い実習がスムーズに行かない。回線の速度が速くならない限り，１０台ずつ検索を行うなどもう一工夫が必要である。

